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栄養教諭を中核とした食育推進事業 

事業結果報告書 

都道府県名 北海道 

再委託先  共和町 

 

 

 

１ 事業推進の体制 

実践中心校 共和中学校 

協 力 校 東陽小学校、北辰小学校、西陵小学校 

関 係 機関 共和町教育委員会、共和中学校ＰＴＡ、共和町中央幼児センター、 

共和町はまなす幼児センター、共和町給食センター 

 

２ 具体的な取組等について 

テーマ１ 食べ物を大切にする心を育み、食べ残しを減らす方策 

評価指標 ・給食残食率 

・学校給食に対する生徒の意識向上（学校給食に関するアンケート結果） 

 

効  果 

 

・残食調査の結果から、残食量の減少傾向が見られた。 

・食べ残した給食に対し、「もったいない」という声が聞かれるようになり、生徒

の学校給食に対する意識の変容が見られた。 

（取組状況） 

(1) 先進校視察 

   北海道教育大学附属釧路小学校教育研究会 

 

(2) 残食調査の実施（計３回） 

  ６月、11 月、２月のそれぞれ１週間、クラス毎に残食調査を行った。調査結果は、廊下に

掲示コーナーを設け、各クラスの残食量の比較や給食配膳時の様子などが分かるように掲示

し、生徒の残食に対する意識の啓発を行った。 

実施献立により、残食量に変動はあるものの、全体的には残食率の減少が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 栄養教諭による給食時間における食に関する指導 

・１回目：喫食状況の実態を把握する。 

・２回目：食を大切にする心を育むため、食への関心や 

理解を深める。 

   本町では、実践校はもとより協力校においても食に関 

する指導を実施している。給食時間の指導では、食育の 

意義を生徒に伝え、食への関心を高めることを意識した。 

また、盛り付け指導を行い、手早く準備し喫食時間の  

確保に努め、喫食の様子を見ながら生徒の嗜好の聞き取 

りやマナー等の指導を行った。 

学校給食の残食率の推移 残食調査結果にかかわる廊下の掲示コーナー 

栄養教諭による給食中の指導 



(4) 食育通信の発行 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 地場産物の活用 

①産地だよりの発行 

   給食に地場産物を使用した日に「産地だより」 

を作成し、各学級に配付した。今年度使用した 

地場産物は、米、味噌、いちご、アスパラ、メ 

ロン、とうもろこし、じゃがいも、きゃべつ、 

白菜、長ねぎ、かぼちゃの 11品目であった。 

 

②地場産物を使用した町内統一献立 

・実施日：平成 25 年 10 月 22日（火） 

・実施校：共和町内全小中学校、全幼児センター 

共和町食育の日に合わせ、地場産物をより多く使用した献立を提供する「ふるさと給食」

を実施した。生産者を協力校の小学校へ招き、農作物を生産する際の苦労や工夫を聞きなが

ら給食を食べることにより、児童は、食への感謝や地元の農産物のよさについて、理解を深

めることができた。 

      

               

 

 

 

 

 

 

 

     

        生産者の紹介                給食時間の様子 

 

～当日の献立～ 

 

＊ごはん（共和町産ななつぼし） 

＊豆乳みそスープ 

（共和町婦人部手作りみそ使用） 

＊揚げじゃがと鶏肉のケチャップ炒め 

＊白菜のごまマヨサラダ 

＊柿 

＊牛乳 

・生徒が牛乳の残食量を実感

しやすいように、グラフを

用いるとともに、牛乳に含

まれている栄養素などの

情報を掲載する工夫を行

った。このことにより、生

徒は、残食量を減らすこと

の意味について理解する

ことができた。 

地場産物を給食で使用した際の通信 



(6) 児童生徒・保護者を対象にしたアンケート調査の実施 

   実践校において、生徒の食に対する意識の変容を把握し、指導に生かすため、中学校にお

いてアンケートを実施した（生活習慣・朝食・地場産物・学校給食について）。 

 

〈学校給食についてのアンケート〉 

○ 学校給食で出されたものは、全部食べますか？ 

 

 ○ 学校給食を残すときの理由は何ですか？ 
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学校給食を残す理由を

「おいしくないから」と答

えた生徒数は、１回目と比

較して全学年で減少した。 

特に、第２学年での減少

幅が顕著であった。 

地場産物を使用した献立

の工夫や、食に関する指導

を通して、生産者や調理員

への感謝の気持ちを育んだ

ことが減少の要因として考

えられる。 

学校給食を残す理由を

「たくさん食べると恥ずか

しいから」と答えた生徒は

第２回目ではいなくなっ

た。 

栄養教諭による食に関す

る指導や食育講演会の開催

など、食に関する指導の全

体計画に基づき、学校が年

間を通じて組織的に食の重

要性や栄養価について、生

徒に指導したことが要因と

して考えられる。 



(7) 食育講演会の開催 

  ・生徒の食育の関心を高めるため、食育講演会を実施した。 

 開催日  平成 26 年１月 20日（月） 

 場 所  共和町立共和中学校 

 講 師  株式会社ＬＥＯＣ 管理栄養士 原 佐知子 氏 

 演 題  「ごはんを食べて強くなろう！」 

       ～食べることは、勝つことの第一歩～ 

 内 容 ・成長期に必要な栄養や朝食の重要性、アスリートの食生活等について 

運動部に所属している生徒が多い本校において、食の重要性についての関心が 

高まる内容であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 学級活動における食に関する指導（第２学年 学級担任と栄養教諭のＴＴ） 

  生徒たちが、自己の食生活の問題点に気付き、自分で改善できる力を育てることが重要と考

え、次のような学習活動を計画した。 

 

 
 

～生徒の感想～ 

・今回の食育講演会では、成長期に必要な栄養のこと、スポ

ーツを行う上での栄養の役割もよく分かりました。今後の

日常生活に役立てたいです。 

・今度からは、栄養のバランスのことを考えて偏った食事を

摂らないようにしたい。食事は、いろいろなこととつなが

っていることが分かってよかったです。 



 

○ 授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 食に関する指導の全体計画・年間指導計画の見直し 

   各教科において学級担任や教科担任と栄養教諭との連携による効果的な指導を実施するた

め、指導計画を見直し、年間指導計画については、各学年の系統性をより明確にするよう配

慮して作成した。 

 

(10) 給食指導要領の見直し 

これまで、学級ごとに異なっていた給食時間の配膳の  

方法などについて見直しを行った。 

その結果、配膳に要する時間が短縮され、生徒たちは 

ゆとりをもって給食を食べることができるようになり、   

残食量の減少にも効果があった。 

 本指導要領に基づいた指導が全校で行われることで、   

進級しても配膳方法等が変わらないなどの効果も期待で 

きる。    

    

(11) 給食指導の教材作成 

   給食指導を町内で同様に計画的に行うことを目指し、ＤＶＤ教材を作成する。 

   給食指導をはじめ、食に関する今年度の様々な取組をもとに、ＤＶＤ教材のシナリオを作

成した。    

 

３ 事業全体を通じて、特に効果のあった方策等について 

○ 残食調査結果の掲示 

  生徒が毎日通る廊下に残食結果を掲示することで、残さず食べようと改善意識をもたせること 

ができた。一週間を通して、自分たちの残食量を他のクラスと比較しながら知ることで食べ残し 

を減らす取組の意欲が高まった。 

○ 学級担任と栄養教諭の連携 

  学級担任とのＴＴによる授業を行ったことで、普段の生徒の姿で授業をすることができ、その

後の継続した給食時間の指導や生徒の意識の改善につながり、残食率が低下した。また、盛り付

けられた量を食べ切る生徒が増えるなど、各自が食べられる適切な量を理解することができた。 

  生徒に自分自身の食生活の課題を見付け、今後の目標を決定し、実践していこうとする態度を

育成する取組を通して、望ましい食生活についての理解が深まった。 

 

４ 今後の課題（今回の事業により新たに見えた課題など） 

● 生徒の実態を把握し、食に関する指導の全体計画や年間指導計画を検討・改善し、教職員との

連携、共通理解を深め、食に関する指導の充実を図ること。 

● 「食の大切さ」「感謝の心」を育むためには、家庭との連携が不可欠であり、より一層の啓発

活動が必要であること。 

● 各学校が連携し、継続した取組を行うことが、望ましい食習慣を育むことにつながること。 

● 地域や生徒の実態に応じて、年間指導計画における食の重点指導項目を定めること。 

給食時間の指導要領 

～生徒の感想～ 

・まずは、しっかりと三食を食べることを目指したい。 

・食べ物を残さず、大切にしたい。 

・感謝の気持ちをもって、食事をしようと思った。 

・嫌いな物でも、作ってくれた人のために食べようと思った。 

・残食が多いので、出されたものをきちんと食べたい。 

・少しずつ好き嫌いをなくしていきたい。 
生徒に課題意識をもたせた板書 

 



   
 


